
最上位目標 夢×未来＝自立 夢が自分の未来を創りだす

Boston University Student Wellbeingより

“Health is a state of complete physical, mental and social well-being and 
not merely the absence of disease or infirmity.“

健康とは、病気ではないとか、弱っていないということではなく、肉体的
にも、精神的にも、そして社会的にも、すべてが 満たされた状態にある
ことをいいます。（日本WHO協会仮訳）

上陽小学校のインクルーシブ教育の推進を目指す
「未来の学校創り」は児童・保護者・地域の
方々・教職員の “Well-being ” に貢献します。

   ウェルビーイング

上陽小学校は、「群馬県教育ビジョン」に基づき、２０４０年以降を見据えた
「持続可能な社会の創り手の育成」及び「日本社会に根ざしたWell-being」の向上
を目指し、子供一人一人がAgencyを発揮し「自分で決める（自己決定）」教育を
推進することで、本校の最上位目標である『夢×未来＝自立』を実現します。

令和７年度 上陽小学校「未来の学校創り」経営ビジョン



最上位目標 夢×未来＝自立 夢が自分の未来を創りだす

・知的好奇心を満たす専門性の高い授業や課題が提供されます
・AI型学習ソフト（Qubena）と連携した自由進度学習を取り入れ

ることで「自立した学び」の機会が作られます。

・チーム担任制（複数担任）による多面的で多角的なサポートが、
児童の見えない学力（非認知能力）を高めます。

・チーム担任制（複数担任）により教職員の心的な不安や重圧、
キャリアによる学級間格差が解消され、一人一人の強みを発揮
する活躍へとつながります。

・インクルーシブ教育を推進し、多様性を受け入れる寛容な心を育
てます。

・学年を越えた「体験と交流」が共創や協働を推進します。
・複式学級のよさを取り入れた合同授業で、学年を越えたコミュ

ニティが作られます。

INTELLECTUAL

EMOTIONAL

SOCIAL



最上位目標 夢×未来＝自立 夢が自分の未来を創りだす

○課題解決への情熱・ねばり強さ
・ブロックチーム担任制、道徳専科の導入
・ブロック校外学習
・総合的な学習の時間
・全校ビブリオバトル等、集会活動の充実

・AI型学習教材Qubenaの導入
・自由進度学習（モジュール学習）

非

認知能力
認

知能力

夢×未来＝自立
インクルーシブ教育の推進 Agencyを発揮しWell-Beingの実現



最上位目標 夢×未来＝自立 夢が自分の未来を創りだす

・学年を越えて4名の職員で4つの学級を担当します。
・児童や保護者は複数いる担当だれにでも相談することができますが、ケース

内容や他ケースとの調整により最適な担当者が指定されます。
・担当のうち1名はリーダー（ブロック主任）としてディレクション業務を行います。
・情報は常に共有され、シームレスに対応されます。

教科担任制（道徳専科の導
入）
効率的に教材研究することができ、
専門性を高めた質の高い授業が提
供できるようになります。

インクルーシブ教育
支援学級担当とのシームレスな連
携により合理的配慮が施されます。
アンコンシャスバイアス（無意識
の偏見）が取り除かれ、本校の強
みである「多様性や寛容性」を高
めることに繋がります。

ＹＵＭＥルーム：教育相談室

心理的な安全性を保障する「居場
所」を校内につくることで登校の
ハードルを低くし、本人の社会的
自立を目指して個に寄り添います。
(Your  あなた) (Unique  らしい)
(Mind  心を) (Expands  広げよう)

教員の多様な働き方
出張や休暇等で休講となる場合や
時短勤務の場合にも、授業交換や
合同授業等で対応でき、自習準備
等の負担が軽減されます。



最上位目標 夢×未来＝自立 夢が自分の未来を創りだす

ブロックチーム担任制導入後３か月経過。 児童と保護者のニーズをつかみ、仕組みを改良する。

児童アンケート

肯定的（78.9％）

否定的（11.1％）

保護者アンケート

肯定的（54.2％）

否定的（21.2％）

・1人より、3人・4人のほうが、相談しやすい。（４年）
・担任の先生が２、３日ごとに変わり、どの先生がくるのか楽しみ。
（５年）
・一人の先生だと、その一人の先生に話せなくても、何人もいるか
ら話す人が増える。（６年）

・慣れるのに時間がかかり、恥ずかしかったり緊張したりする。
（４年）
・先生によって態度を変えてしまう。（６年）
・自分の生徒として先生方が責任を持っていないと感じた。（６
年）
・４人の先生に伝わるから、相談しづらい。（６年）

・悩み事など相談しやすい先生が居てくれる事で子供が安心して学校に行ける。
・「たくさんの先生を知ることができる」「たくさんの考えを聞くことができ
る」という子供達の適応力に頭の固い親の心配は一蹴された。
・担任の良し悪しや子供との相性がある以上、複数の先生と関わりがあること
はメリット。
・先生方の精神的・肉体的負担が軽減されることで、子どもにとってもより良
い環境づくりに繋がる。

・連絡や相談は1人の担任のほうがしやすい。
・いざという時、4人の誰でもいいと言われても、誰に行っていいかわからない。
・子供達の細かい情報を共有出来ているのか疑問。
・学年の最初にチーム全ての先生の顔や名前やプロフィールを知るチャンスが
ほしい。
・複数担任の全ての先生の授業が見られる機会があると保護者には安心感があ
る。

○「大切な我が子をしっかりと見て欲しい」という保護者の願いに応える。
・「関係が浅い」「本当に誰に相談しても大丈夫か」などの不安を払拭する情報共有と迅速な児童,保護者対応
・担任チーム全員が、全児童と保護者にとって身近な存在となる相互交流や理解の機会の充実



最上位目標 夢×未来＝自立 夢が自分の未来を創りだす

ブロックチーム担任制導入後１年経過。 ニーズに応える改善の成果は。

児童アンケート

肯定的ご意見
78.5% → 74.2%
否定的ご意見
11.1％→10.0%

保護者アンケート

肯定的ご意見
54.2％→65.7%
否定的ご意見
21.2％→13.3%

・最初は正直子供達もなれず、親も不便だなと感じていた。どの先生に相談した
らいいのかも含め今まで通りが良かったと思っていたが、一年が経って不便さを
感じなくなった。教科担任制が当たり前になってくるであろう。
・担任教師が複数いることで、この件はこの先生に聞きやすい、この件はこの先
生に相談したい、と子どもは状況に応じて考えて聞く行動していた。若手からベ
テランと父兄からしてもバランスよく相談しやすかった。
・学校が変わったと感た。とても良い方向に。子供達の成長が促進されること、
同時に個性が引き出されていること、なにより活気溢れる学校の姿に驚いた。

・担任が変わる前後日に何かあった時に、変わった先生にもきちんと情報が伝
わっているのならばブロックチーム担任制も幅広い視野が持てると思うので良い。
・担任1人ならクラスのことは把握してくれているかなと想像できるが、4人もい
るとどこまで見てくれているのかわからない。広く浅くな感じがして先生への信
頼感が下がる。あくまで制度の不満。

○はじめての試みだからこそ、児童と保護者といっしょにシステムを創ることが求められる。
・安心できる居場所として、相談できる専門家として、信頼できる学校のあるべき姿を協創する。
・上陽小学校に関わるすべての人たちが、未来の学校を創りに動く。（すべての人＝児童, 保護者, 地域, 教員 など）

・いろいろな先生がいると、話しかけやすい人や面白い人にそうだんしやすかった。
ひとりだけの担任だと、その人が話しかけにくい人だったら相談する人がいなくなっ
てしまう。(3年)
・担当の先生が校内のどこかにいるから、声をかけやすい。(6年)
・去年は担任の先生くらいにしか相談できないイメージがあったが、ブロック担任制
になってから、自分の好きな先生に相談できるからとても良い。(5年)
・「自分のクラス主任」というのがなくなりブロック担任制になることによって、相
談できる先生が４人に増え相談がしやすくなった。(6年)
・苦手な先生が一年間担任で学校に来るのが大変な子を見たことがあるから良いと思
う。授業によって違う先生に授業を受けるのが私は結構楽しいから良いと思う。(6年)
・好きなアーティストが同じ先生がみつかり、話しやすかった。(6年)
・（担任が変わり督促等の機会が減ったことで）宿題などの提出率が下がったり、連
絡帳がなくなったことで忘れ物も増えているように感じた。(6年)

『分からない』10％→15.8% が表す意味は？
「メリットとデメリットを両方感じている」「当たり前になっている」などの意見が
予想できるが、子供たちの気持ちを今後汲み取り、分析の必要があると考えている。



最上位目標 夢×未来＝自立 夢が自分の未来を創りだす

校内支援室“YUMEルーム”の新設

通常学級

支援学級

YUMEルーム

「通常学級」「支援学級」「YUMEルーム」はいずれも学校にある子どもたちの “居場所”である。
上下も区別も格差も必要無いフラットな関係。無自覚の差別（マイクロアグレッション）を解消していく必
要性。



最上位目標 夢×未来＝自立 夢が自分の未来を創りだす

“スーツケースではなく風呂敷で”(大空小学校 木村泰子校長)
子供たちを堅い殻に入れて守ろうとするのではなく、カタチに合わせて優しく包み込む。
子供たちが学校（の前例や慣習に）に合わせるのではなく、学校が子供たちに合わせる。

通級指導教室

特別支援学校

日本語教室

支援学級

一斉学習

通級指導教室

特別支援学校

日本語教室 YUMEルーム
校内支援教室

支援学級

Segregation(分離) Integration(統合) Inclucion & Diversity
(包摂と多様性)

一斉学習 &
自由進度学習

自由進度学習
主体的な学びの推進

通常学級 通常学級 通常学級
支援員やボラン
ティアなどのマ
ンパワーが必要

支援員やボラン
ティアなどのマ
ンパワーが最大
限に必要
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最上位目標 夢×未来＝自立 夢が自分の未来を創りだす

"segregation"(分離)から"inclusion"(包含)へ。
その先の“teaching to divercity”(多様性の理解)へ。

通常学級の児童は黄ドットで示されており、支援学級生徒は
他の色となっています。
子どもたちにはそれぞれ色があります。平等に評価すべきで
あり、同じ色に染め直す必要はありません。

３枚とも平等や公平を表していますが、システムを変えるこ
とで全員が特別なサポートを必要とせずゲームを楽しむこと
ができるようになります。

引用, 参考
諸外国におけるインクルーシブ教育システムにおける動向:令和元年度国別調査から,国立特別支援教育総合研究所
Implementing Inclusive Education in BC's Public Schools: Report on the June 14, 2017, Inclusive Education Summit. Inclusion BC.(fig.1,2)
The Inclusive Education Summit 2017, Adelaide 27th to 29th Octover 2017, Univercity of South Australia.
The Inclusive Education Summit 2018, Deakin University, Waterfront Campus October 26-29,2018
AmericanEducationReserchAssocietion https://www.aera.net/
TIES Center, University of Minnesota https://tiescenter.org/
Inclusion BC https://inclusionbc.org/

“インクルーシブ教育” を実現させるブロックチーム担任制

(fig.1)

(fig.2)

□支援学級との常時相互交流 □クラスや学年にとらわれない自由な関係性
□ゆめルーム（教育相談室）新設 □全員がすべてを利用可能なオープンなシステム



最上位目標 夢×未来＝自立 夢が自分の未来を創りだす

教師の得意を生かす
教員のキャリアや年齢によらず、
指導や支援の学級間格差を均等化
することができる。得意を生かし
不得意を補い合う教員集団になる。

シームレスな組織
学年担当というシームレスな組織
にすることで、多様な働き方に対
応。限られた条件の中で最大限に
能力が発揮できる。

多面的な見取り
複数の教員で多面的・多角的に児
童のよさを見取り、よりきめ細や
かな支援を行うことができる。

選択肢の広がり
児童や保護者にとって相談する際
の教員の選択肢が広がり、状況に
応じた最適な対応が可能になる。

多様なニーズに対応
児童や保護者の多様なニーズに
効果的に対応することで早期に問
題解決ができる

クラスの枠を越えて
学校行事では、児童の主体性が今
まで以上に求められるようになり、
児童の「自立」を培う場として期
待できる。

教員間コミュニケーション
児童理解や児童支援に関するコ
ミュニケーションが活発に行われ、
児童が安心して過ごせる環境をつ
くることができる。

教職員の不安解消
学級運営を任される不安や重圧が
軽減され、教員一人一人のモチ
ベーションを高めたり、能力を引
き出したりすることができる。

ダイバーシティーな教育環境を創る
上陽小職員ネットワーク



最上位目標 夢×未来＝自立 夢が自分の未来を創りだす

ダイバーシティーな教育環境を創る
メンター研修の充実

教師の得意を生かす
教員のキャリアや年齢によらず、
指導や支援の学級間格差を均等化
することができる。得意を生かし
不得意を補い合う教員集団になる。

教職員の不安解消
学級運営を任される不安や重圧が
軽減され、教員一人一人のモチ
ベーションを高めたり、能力を引
き出したりすることができる。

自己分析
自分自身の実践を見直し、学校での
中での自分の役割に改めて気付くこ
とができる。

共に学び合う集団へ
学校という最大の学び場でそれぞ
れのキャリアステージにおける教
職員の資質能力の向上目指す

新たな視点の発見
様々な視点で学校課題を検討する
ことで、新しい考えをもとに学校
をよりよくしていく

時代の変化をつかみ取る
情報を適切に収集し、選択し、活
用する能力や知識を有機的に結び
付け構造化する力を身に付ける

メンタルケア
気兼ねなく考えを伝え合うことで、
人間関係を深め、メンタルケアや
日常的な指導・支援、孤立化の防
止



最上位目標 夢×未来＝自立 夢が自分の未来を創りだす

上陽小学校では「YUMEルーム」と呼称

Your   Unique   Mind   Expaｎds

あなたらしい こころを ひろげよう



最上位目標 夢×未来＝自立 夢が自分の未来を創りだす

教員の強みを最大限に生かす教科担任制（週あたりの組み合わせ高学年例）【教材研究】
授業は1組と2組で繰
り返せる。新規の授業
は半分、半分はブラッ
シュアップにより、効
率的かつ質の高い授業
に。

【保護者・地域対応】
授業時間中も保護者や
地域への対応がしやす
い。

【休講・補講】
職員室での執務予定の
教員との授業交換がし
やすい。自習回避によ
り、児童・教員双方に
メリット。

【自由進度学習】
【イエナプランの参考】
AI型学習教材を活用し
た自由進度学習による
個別最適化。
単元配列を２学年で調
整(複式用年計)するこ
とで、異学年で学び合
いのある合同授業。
5年生では先取り、6
年生は学び直しの機会
となることで、効率的
かつ確実な学習が可能。 【YUMEルーム】

全教員が教育支援室の
監督をすることを通し
て、全校への理解を促
進。

【他学年授業】
他学年の授業を受け持
つことで、専科教員の
入らない低学年担当が
職員室での執務を確保。

【イエナプラン教育を視野に。複式合同授業の導入と自立した学びの拡大】 *R7年度〜予定

・既存の自由進度学習を拡大。イエナプラン教育を視野に入れ、異学年の学び合いと助け合いを通常の授業にも導入。
・自分で計画を立てて、自分のペースで学習を進める（自由進度学習と大学シラバスおよび履修登録を複合させたような仕組みを導入検討中）
・ワールドオリエンテーション 総合的な学習の時間 STEAM教育 の接続で、社会情動的スキルの育成を図る。
・学年ブロック合同総合的な学習の時間と校外学習の充実（ 1,2年:夢をつくる@KidZania,  3,4年:みなかみGO!,  5,6年:TokyoWalker ）*R5より順次実施

複式合同授業



最上位目標 夢×未来＝自立 夢が自分の未来を創りだす

各ブロック運営方針

低学年ブロック 中学年ブロック 高学年ブロック 支援学級ブロック

朝夕学活
給食

4月より交代開始。
担任を固定する印象を払拭しつつ、
発達段階に合わせて長期(２週間)での
交代とする。
システム・やり方を統一。
(中学年にスムーズに移行できるよう
に交代の頻度を徐々に変えていく。)

4月より毎日交代することによ
り、担任固定の印象を払拭。
システム・ルールをブロックで
統一。児童主体の学級づくりを
を目指す。

4月は毎日交代。5月以降は1週
間周期の交代に挑戦。
担任を固定する印象を払拭。
全職員で全児童の成長に関わる
スタンスで。

それぞれの学級（3学級）で教
育課程や児童の実態が異なるた
め、基本的には各学級対応とす
る。給食は、支援級合同。

授 業

最初の一ヶ月はその時の担当が
授業を行う
５月中旬から教科担任制を実施。
他ブロックの教員による授業は
4月から実施(道徳、英語等)。

４月より教科担任制スタート
4月より教科担任制スタート
教師が専門性を高め、質の高い
充実の授業へ研究。

各学年ブロックの時間割と照ら
し合わせ、支援級の枠を取り
払った合同授業(児童の実態に
合わせ異学年児童が共に学ぶ
場)を展開する。

総合的な学習
STEAM教育
探求的な学習

探究課題

夢を「つくる」

探究課題

こころを「つくる」

探究課題

未来を「つくる」

探究課題

生きる力を「つくる」

学活
学校行事 等

合同実施で、学年を越えた学び
合い。
職員の効率的な働き方推進。

合同実施で、学年を越えた学び
合い。
４年生はリーダー、３年生はサ
ブリーダーを意識し、行事を実
施する。

合同実施で学年を越えた学び合
い。
上陽小流のリーダー養成に主軸
を置き、下級生へも影響力を。
職員の効率的な働き方も推進。

支援級合同イベントを学期末や
学校行事の区切りの時期に実施
し、児童の頑張りを児童同士や
職員とねぎらう。

その他 行事を見直し、学年ブロックで
参加できるものに再編成。

行事を見直し、学年ブロックで
参加できるものに再編成。

行事を見直し、学年ブロックで
参加できるものに再編成。
低中ブロックからの流れを生か
した構成に。

児童の特性を生かした運営がで
きるよう、各学年ブロックの職
員と情報共有を図る。



最上位目標 夢×未来＝自立 夢が自分の未来を創りだす

自由進度学習を推進するモジュール学習の導入, 校時表（案, R6年2月現在）

月 火 水 木 金

朝学活 8:20-8:30

行事・M 8:30-8:45 モジュール 読み聞かせ 全校行事等 モジュール モジュール

１校時 8:50-9:35 1 2 3 4 5

２校時 9:45-10:30 6 7 8 9 10

20分休み 10:30-10:50

３校時 10:50-11:35 11 12 13 14 15

４校時 11:45-12:30 16 17 18 19 20

給・清・休 12:30-13:55

５校時 13:55-14:40 21 22 25 *1 23 24

６校時 14:50-15:35 委・ク 26 ブロック会議 27 28

【モジュール】
算数に特化した学力向
上に活用。
AI型学習教材の導入で、
個に応じた学習支援。
自由進度学習への挑戦
*2

【コマ間10分】
児童教師共に余裕を
持って授業準備が可能。
教科担任制により生ま
れる移動時間を吸収。

【ブロック会議】
２９→２８コマにより
ブロック会議の時間を
確保し、職員間の連携
を図る。

□ 1年生 1~24 + (25,STEAM教育への転用を検討中 *1）
□ 2年生 1~25
□ 3年生 1~27
□ 4年生 1~28 +クラブ
□ 5~6年生   1~28 +クラブ,委員会

(水)全校行事の場合、学活を５分短縮し前後の移動時間に充て
る。
*1,*2 を通じて、非認知能力のさらなる向上を模索したい。



最上位目標 夢×未来＝自立 夢が自分の未来を創りだす

～非認知能力の育成を目指した未来の教育課程の構築～

・次期教育振興基本計画, PISA2022, 次期学習指導要領(2027年?)を視
野に入れた研究
・40分授業に対応できる新しい教育課程や特色ある学校創りの模索
・STEAM教育や総合的な学習の時間、自由進度学習（ＡＩ学習教材の
活用）による非認知能力の育成



最上位目標 夢×未来＝自立 夢が自分の未来を創りだす

上陽小の未来の教育課程は
世界へつながっている



最上位目標 夢×未来＝自立 夢が自分の未来を創りだす



最上位目標 夢×未来＝自立 夢が自分の未来を創りだす



最上位目標 夢×未来＝自立 夢が自分の未来を創りだす

新・群馬県総合計画 VISION2040

【群馬県が目指す2040年の姿】
すべての県民が、誰一人取り残されることなく、自ら思い描く
人生を生き、幸福を実現できる自立分散型の社会

【群馬の教育が理想とする“個性”】
学力だけでなく「自分の頭で未来を考える力」「動き出す人」
「行く抜く力を持った人」

ニューノーマルへの転換は、多くの人にとって痛みを伴う。

一方で、変化をポジティブに捉え、積極的に動く人もいる。



最上位目標 夢×未来＝自立 夢が自分の未来を創りだす



最上位目標 夢×未来＝自立 夢が自分の未来を創りだす

SDGsの2030年行動目標へ
適応したWell-Being

学習者のエージェンシー
変化を起こすために自分で目標を設定し、
振り返り、責任をもって行動する能力

仲間や教師,保護者,地域社
会との協働で共創的な
エージェンシー

学びの中核として、必要
となる基礎的な知識・ス
キル・態度や価値観

「見通し→行動→振り返
り」のサイクルで、学習
者が継続的に改善させ
ウェルビーイングに向か
おうとする力



最上位目標 夢×未来＝自立 夢が自分の未来を創りだす
“個別最適な学び”や“学びなおし”の環境として『AI型学習教材」の導入と『自由進度学習』

COMPASSより

寺子屋朝日 for Teachersより

ただ従来の自由進度学習のデメリット・・・
・学力格差が大きくなる 
・時間的制限により学びが終わらない

AI型学習教材を用いた自由進度学習
・適切な課題を選択するため学力格差が解消 
・効率的に学べるため従来より時間が短縮できる

蓑手章吾 （みのて しょうご）

学力上位層も下位層どちらにとってもメリット



最上位目標 夢×未来＝自立 夢が自分の未来を創りだす

学年を越えた「体験と交流」が児童のAgencyを培い、
Well-beingの実現を目指します。

1,2年合同 公園探検 （第1学年）

1,2年合同 公園探検 （第2学年）

初めてのグループ活動を通して、多様な他者と協働する意義を理解し
たり、行動の仕方を身に付ける。

公園探検等の実践的な集団活動を通して、身に付けたことを生かして集団生活や人間関係をよりよく形成するとともに、自己の生き方につい
ての考えを深め、自己実現(夢)を図ろうとする態度を育てる。

Agency：変化を起こすために自分で目標を設定し、振り返り、責任をもって行動する能力「OECDラーニング・コンパス（学びの
  羅針盤）の概念＝「よりよい未来の創造に向けた変革を呼び起こす力」＝Well-beingを目指す原動力

低学年のリーダーとして、集団の課題を見いだし、解決する
ために話し合い、合意形成を図ったり、意志決定したりする
力を育む。

1,2年合同遠足 “夢をつくる” 



最上位目標 夢×未来＝自立 夢が自分の未来を創りだす

学年を越えた「体験と交流」が児童のAgencyを培い、
Well-beingの実現を目指します。

3,4年合同 みなかみGO！(3年)

４年生 総合 
みらいのケアを
考える「みらケア」

3,4年合同 みなかみGO！(4年)

自然×チームワーク＝上陽小の未来のリーダー
・SDG’sからWell-beingへ
・平素とは異なる環境でのたてわり活動

(R5,R6:谷川岳ハイキングとラフティング体験)

自然×チームワーク＝上陽小の未来のリーダー
・ブロックリーダーの立場で主体的に役割を担い、その大切
さを実感できる。
・「優しさ」や「強さ」から自分自身が憧れや頼りの存在で
あることに気づくことができる。

上陽小×企業＝SDG’sからWell-beingへ
・「やさしい心×アイデア＝未来のイノベーター」をコンセプトに『困った人を助けるみ
らいの道具をつくろう』というテーマを掲げ、自分たちのアイデアを地域の企業（「ケア
コム」：多様なナースコールを開発し製品化する地元企業）とコラボレーションし、商品
開発をするプロジェクト。児童自身が、社会に参画しているという自覚と自信を持つこと
ができる。

Agency：変化を起こすために自分で目標を設定し、振り返り、責任をもって行動する能力「OECDラーニング・コンパス（学びの
  羅針盤）の概念＝「よりよい未来の創造に向けた変革を呼び起こす力」＝Well-beingを目指す原動力

４年 ぐんまWalker

・バスや保護者の車での移動(他者の力)ではなく、電車などの
公共交通機関(自分の力)を利用しての移動を経験し、高学年の
校外学習につなげる。
・群馬の世界遺産(富岡製糸場)と群馬の未来(高崎駅)に行き、
群馬の良さを再発見させる。



最上位目標 夢×未来＝自立 夢が自分の未来を創りだす

学年を越えた「体験と交流」が児童のAgencyを培い、
Well-beingの実現を目指します。

５年生 臨海学校

6年生 修学旅行

5,6年合同 TokyoWalker

5,6年合同 TokyoWalker

・集団宿泊体験を通して集団への所属感と連帯感、協調性や自立性が
育まれる。
・自然環境（海）への知見を広め、自然や文化に親しむ心が育まれる。

・圧倒的な情報量と社会の変化に直接触れることで、個人
と社会との関わりを体験し、Well-beingの向上について考
えることができる。
・平素と異なる生活環境の中での異学年交流により、年長
年少それぞれの立場で主体的に役割を担い、その大切さを
実感できる。

・平素とは異なる環境でのたてわり活動
（年長児としての振る舞いや責任感）
・先輩たちの姿を思い出し、５年生のお世話される側から、
６年生の憧れを持たれる側へという役割の推移

・事前,事後学習と併せて、日本の歴史的文化や芸術に対する
問題解決的で探求的な学習を行うことで見えない学力（非認
知能力）培う。
・教科学習で得た知識を、実地の見学等により具体化し発展
・自ら計画し実行することでの自主性と責任感

Agency：変化を起こすために自分で目標を設定し、振り返り、責任をもって行動する能力「OECDラーニング・コンパス（学びの
  羅針盤）の概念＝「よりよい未来の創造に向けた変革を呼び起こす力」＝Well-beingを目指す原動力



最上位目標 夢×未来＝自立 夢が自分の未来を創りだす

27

体験と交流をインクルーシブに。

６年 修学旅行

3,4年 合同校外学習

・全行程において、車椅子利用の児童が他の児童と同様の班別行動に参加。
・訪日外国人旅行者との交流を通して、多文化共生社会への興味や理解の足掛かりに。

・通常学級と支援学級（知的,情緒）の分け隔てなく、ハイキングやラフティングに参加。
・車椅子利用の児童は、介護タクシーの利用のハイキングと木育クラフトにより、自然学習の目的やテーマの共有。
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